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『
銅
人
経
』拓
本
は
い
つ
尾
張
徳
川
家
に
来
た
か
？ 

―
御
文
庫
蔵
書
目
録
か
ら
探
る
―

『
銅
人
経
』
拓
本
を
探
る
！？
②

愛
知
県
立
大
学
教
授
　
丸
山
　
裕
美
子

　

前
号
で
は
、
蓬
左
文
庫
蔵『
銅ど

う

人じ
ん

腧し
ゅ

穴け
つ

鍼し
ん

灸き
ゅ
う

図ず

経け
い

』

（『
銅
人
経
』）拓
本
の
謎
を
三
つ
あ
げ
た
。
そ
の
一
つ

目
、「
北
京
で
作
ら
れ
た
こ
の
拓
本
が
な
ぜ
蓬
左
文
庫

に
あ
る
の
か
」と
い
う
謎
に
つ
い
て
、今
号
で
は
尾
張

徳
川
家
の
蔵
書
目
録
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

　

蓬
左
文
庫
の
特
筆
す
べ
き
優
れ
た
点
の
一
つ
に
、

文
庫
創
設
期
か
ら
の
蔵
書
目
録
が
、
歴
代
に
わ
た
っ

て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
所
蔵
の
典

籍
が
い
つ
、ど
の
よ
う
に
文
庫
に
入
っ
た
の
か
が
、か

な
り
詳
し
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
『
銅
人
経
』拓
本
一
○
帖
は
、
そ
の
第
一
帖
の
表
紙

に「
敬
公
御
遺
愛
之
書
／
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経〈
拾

帖
〉」と
い
う
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る（
図
１
）。「
敬

公
」＝
尾
張
藩
初
代
藩
主
・
徳
川
義
直
の
遺
愛
の
書

籍
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、こ
の
拓
本
に
は
、

義
直
の
蔵
書
印
で
あ
る「
御
本
」印
は
押
さ
れ
て
い

な
い
。
第
十
帖
の
冒
頭
に「
尾
陽
文
庫
」の
四
方
朱

印
が
天
地
逆
向
き（
！
）に
押
さ
れ
て
い
て
、「
尾
陽

文
庫
」印
は
、確
か
に
寛
永
期
以
降
の
義
直
の
蔵
書
に

使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
二
代
光
友
の
蔵
書
に
も

使
用
例
が
多
い
。
印
か
ら
は
義
直
の
蔵
書
と
断
定
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

蓬
左
文
庫
の
前
身
で
あ
る
尾
張
藩
御
文
庫
の
最
も

古
い
蔵
書
目
録
で
あ
る「
寛
永
目
録
」（『
御
書
籍
目

録
』二
冊
、
148-
23
）に
は
、「
駿
河
御
譲
本
」と
と
も

に
、
義
直
が
寛
永
十
七
年（
一
六
四
〇
）ま
で
に
蒐
集

し
た
書
籍
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は『
銅

人
経
』拓
本
は
見
え
な
い
。

　
『
銅
人
経
』拓
本
の
名
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の

は
、
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）に
作
成
さ
れ
た「
安
永

目
録
」（『
馬
場
御
文
庫
御
蔵
書
目
録
』四
巻
四
冊
、

148-

46
）で
あ
る
が
、そ
こ
で
は
光
友
の
蔵
書
に
、「
銅

人
腧
穴
鍼
灸
図
経
石
摺　

十
折
」が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
天
明
二
年（
一
七
八
二
）に
河
村
秀
穎
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た「
天
明
目
録
」（『
御
文
庫
御
蔵

書
目
録
』五
巻
五
冊
、148-

34
）は
、こ
れ
ま
で
の
目
録

と
異
な
り
、書
目
別
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、書
名
の
頭

に
藩
主
・
書
目
別
の
符
牒
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ

が
、『
銅
人
経
』拓
本
は「
医
家
」で
は
な
く「
雑
」に
分

類
さ
れ
、「
来　

銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経
石
摺　

十
折
」

と
あ
っ
て
、「
来
」は
光
友
蔵
書
を
示
す
。
つ
ま
り
、天

明
二
年
ま
で
、『
銅
人
経
』拓
本
は
、二
代
光
友
の
蔵
書

と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
寛
政
年
間（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）

に
作
成
さ
れ
た「
寛
政
目
録
」（『
御
文
庫
御
書
籍
目

録
』一
二
巻
六
冊
、148-

29
、図
２
）に
い
た
っ
て
、『
銅

人
経
』拓
本
は
、義
直
の
蔵
書
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。「
敬
公
御
書
籍
」の
う
ち
に
、

一
　
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経
　「
百
六
十
四
　
唐
石

摺
」　
十
折

此
御
折
本
、
慶
安
四
年
役
所
江
お
渡
候
後
、

同
年
八
月
御
前
江
上
り
候
品
之
内
ニ
、
石
摺

十
折
筥
入
と
申
品
有
之
候
、
此
御
折
本
ハ
、

享
保
御
目
録
以
来
、
御
筥
ハ
無
之
候
得
共
、

右
品
ニ
而
も
可
有
御
座
候
歟
、
相
見
申
候

付
、此
所
ニ
記
し
申
候

と
あ
る
。
慶
安
四
年（
一
六
五
一
）八
月
に「
御
前
」

＝
藩
主
光
友
の
も
と
に
上
げ
ら
れ
た「
石
摺
十
折
」

と
い
う
の
は
、「
御
書
籍
払
帳
」（『
慶
安
四
年
御
書
籍

払
帳
』１
冊
、148-

14
）に
、「
同（
石
摺
）　

同
断（
御
前

図１　「銅人経」第一帖表紙
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ニ
上
ル
）　
十
折　

蒔
絵
箱
入
」と
あ
る
も
の
を
指
す
。

　

義
直
は
そ
の
前
年
、慶
安
三
年
に
亡
く
な
り
、そ
の

蔵
書
は
二
代
藩
主
光
友
に
引
き
継
が
れ
た
。
受
け
取

り
目
録「
慶
安
四
年
尾
張
目
録
」（『
御
書
籍
目
録
』一

冊
、148-

24
）に
み
え
る「
法
帖　

十
冊
」が『
銅
人
経
』

拓
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
藩
主

の
御
前
に
進
上
さ
れ
た
と「
寛
政
目
録
」の
作
成
者

は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。「
尾
陽
文
庫
」印
は
、
光
友

が
義
直
の
蔵
書
を
受
け
継
い
だ
際
に
押
さ
れ
た
と
す

る
説
も
あ
り
、そ
う
だ
と
す
る
と
、ま
さ
し
く
こ
の
拓

本
は
、義
直
の
蔵
書
で
あ
り
、光
友
に
継
承
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の「
石
摺
」が
、「
蒔
絵
箱
入
」

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
寛
政
目
録
」の
段
階
で
そ

の
箱
は
す
で
に
無
く
な
っ
て
い
た
が
、
蒔
絵
の
箱
に

入
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
と
て
も
貴
重

な
贈
答
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
「
石
摺
」は
、拓
本
の
こ
と
で
、「
石
本
」と
も
称
さ
れ

た
が
、江
戸
時
代
に
は
、唐か

ら

船ふ
ね

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
高
価
な
輸
入
品
で
あ
っ
た
。
蓬
左
本
は
、
一
九
九

〇
・
九
一
年
に
一
度
修
復
が
な
さ
れ
て
表
紙
が
付
け

替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
の
表
紙
も
き
ち
ん
と
保

管
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
表
紙
は
薄
手
の
絹
織
物（
繻

子
織
か
）で
あ
っ
た
。
装
丁
は
日
本
で
行
わ
れ
た
ら

し
い
。
拓
本
そ
の
も
の
も
高
価
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら

に
高
級
な
絹
織
物
の
表
装
に
仕
立
て
ら
れ
、
蒔
絵
の

箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
に
あ
る
も
う
一
つ
の『
銅
人
経
』

拓
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
あ
る（
書
陵
部
本
）。
書

陵
部
本
は
、
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）に
幕
府
の
医
官

で
あ
り
江
戸
医
学
館
の
主
宰
者（
督
事
）で
あ
っ
た

多た

紀き

元も
と

簡や
す（
一
七
五
五
―
一
八
一
〇
）が
購
入
し
、
元

簡
自
身
が
４
冊
に
装
丁
し
た
も
の
で
、
元
簡
に
よ
る

「
拓
本
鍼
灸
図
経
考
」が
附
さ
れ
て
い
て
入
手
の
経
緯

が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
元
簡
は『
銅
人
経
』

拓
本
を
入
手
し
た
い
と
久
し
く
探
し
求
め
て
い
た

が
、な
か
な
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
、自
宅
が
火
災
に

あ
っ
て
手
元
不
如
意
な
中
、
や
っ
と
売
っ
て
く
れ
る

人
が
あ
っ
て「
驚
喜
」し
て
購
入
し
た
、「
元
・
明
・
清

の
書
画
廿
余
幅
」を
売
っ
て
そ
の
費
用
を
得
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
銅
人
経
』拓
本
は
、元
・
明
・
清
の
書
画
二
〇
余
に

匹
敵
す
る
高
額
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
人
、

我（
元
簡
）を
書し

ょ

淫い
ん

と
謂
は
む
。
人
、
我
を
書し

ょ

癡ち

と
謂

は
む
」
―
元
簡
の
筆
致
は
、
愚
か
な
書
物
狂
い
と
い

わ
れ
よ
う
と
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
拓
本
入
手
の
喜

び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

蓬
左
本
は
そ
の
裏
打
紙
か
ら
、
一
六
一
〇
年
代
以

降
に
北
京
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
後
、
義
直
が
亡
く
な
る
一
六
五
〇
年
ま
で
の
間

に
、日
本
に
舶
載
さ
れ
、尾
張
藩
主
の
も
と
に
も
た
ら

さ
れ
た
。
高
級
絹
織
物
の
表
装
、
蒔
絵
の
箱
入
り
で

義
直
に
献
じ
た
―
も
ち
ろ
ん
義
直
自
身
が
購
入
し
た

可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
―
の
は
誰
な
の

か
？

　

研
究
チ
ー
ム
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
朝
鮮
通
信
使
、

尾
張
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
亡
命
明
人（
陳ち

ん

元げ
ん

贇ぴ
ん

な

ど
）、義
直
と
関
係
の
深
い
尾
張
藩
医
官
・
儒
者
の
堀ほ

り

杏き
ょ
う

庵あ
ん（
正
意
）、
尾
張
藩
御
用
も
つ
と
め
た
角す

み
の
く
ら倉
素そ

庵あ
ん

と
そ
の
子
角
倉
平
次
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
筆
者

は
、渡
明
経
験
も
あ
る
医
師
吉
田
宗
桂
の
孫
で
あ
り
、

朱
印
船
貿
易
で
財
を
な
し
、
義
直
の『
類る

い

聚じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』

編
纂
に
も
か
か
わ
っ
た
角
倉
素
庵（
あ
る
い
は
子
の

平
次
）の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
謎
の
解
明

は
、今
後
の
課
題
で
あ
る
。

図２　「寛政目録」



4

　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る『
伊
藤
満
作
家

資
料
』は
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
名
工
・
伊
藤
満
作（
守

房
、一
八
五
九
〜
一
九
一
四
）の
家
に
伝
わ
っ
た
大
工
関

連
の
資
料
群
で
、満
作
自
身
の
仕
事
と
、彼
の
出
身
家
で

あ
る
尾
張
藩
に
仕
え
た
大
工
家
・
伊い

藤と
う

平へ
い

左ざ

衛え

門も
ん

家
、

東
本
願
寺
の
大
工
で
伊
藤
家
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
柴
田

家
の
図
面
や
木
寄
帳
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
制
作
さ
れ
て
お
り
、
一
大

工
家
の
時
代
の
大
変
化
へ
適
応
す
る
様
子
が
分
か
る
興

味
深
い
も
の
で
あ
る
。
前
号
に
続
い
て
本
資
料
を
紹
介

す
る
本
号
で
は
、図
面
の
種
類
や
描
き
方
、特
徴
か
ら
大

工
の
仕
事
を
観
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、江
戸
時
代
の
図
面
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

基
本
的
な
図
面
の
一
つ
、指さ

し

図ず

は
、柱
と
そ
の
間
の
壁

や
建
具
を
描
い
て
間
取
り
を
示
す
図
面
で
あ
る
。
加
え

て
、畳
や
板
な
ど
の
床
の
材
料
を
書
く
こ
と
も
あ
り
、こ

れ
を
色
分
け
し
て
示
す
も
の
も
あ
る
。
部
屋
名
や
柱
間

の
寸
法
な
ど
も
書
き
、
建
物
の
基
本
的
な
情
報
を
表
す

図
面
に
な
る
。
指
図
は
現
代
の
平
面
図
と
ほ
ぼ
同
じ
た

め
、理
解
し
や
す
い
。

　

同
じ
く
主
要
な
図
面
で
あ
る
建た

て

地じ

割わ
り

図ず

は
、
近
世
以

前
の
大
工
の
描
き
方
に
よ
る
図
面
で
あ
る
。
建
物
の
外

観
立
面
と
、
そ
れ
を
透
か
し
て
内
部
の
構
造
や
意
匠
を

部
分
断
面
と
し
て
合
わ
せ
て
描
い
た
り
、
側
面
立
面
図

に
正
面
か
ら
見
た
向
き
の
断
面
を
合
わ
せ
て
描
い
た
り

す
る
も
の
で
、近
現
代
建
築
で
は
基
本
的
に
用
い
な
い
。

建
地
割
図
が
使
え
る
の
は
、
寺
社
建
築
の
多
く
が
左
右

対
称
で
あ
る
た
め
、
立
面
と
断
面
の
描
か
れ
て
い
な
い

部
分
は
頭
の
中
で
補
っ
て
全
体
像
を
得
ら
れ
る
か
ら
で

あ
り
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
立
面
と
断

面
を
組
み
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
。
例
え
ば
小
屋
組
や
屋

内
に
架
か
る
梁
や
組
物
を
部
分
的
に
断
面
図
で
示
せ

ば
、柱
・
梁
・
桁
の
組
み
方
や
小
屋
組
と
い
っ
た
建
物
全

体
の
構
造
、
組
物
の
場
所
ご
と
の
違
い
な
ど
が
一
体
と

し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
軒
先
も
断
面
が
描
か
れ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
屋
根
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る

重
要
な
要
素
で
あ
る
垂
木
と
屋
根
面
の
勾
配
を
図
示
し

や
す
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
正
面
と
側
面
の
視
点
の

異
な
る
図
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、慣
れ
れ
ば
で
あ
る
が
、

部
材
同
士
の
組
合
せ
、
位
置
関
係
が
三
次
元
的
に
把
握

し
や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
、
建
地
割
図
は
建
物
の
全
体

像
を
想
定
で
き
る
人
に
と
っ
て
は
、
複
数
の
図
面
を
突

き
合
わ
せ
ず
に
済
む
便
利
な
描
き
方
で
あ
る
。
な
お
、

墨
線
で
引
い
た
立
面
に
、
朱
線
で
断
面
を
重
ね
て
描
く

図
面
も
本
資
料
中
に
確
認
で
き
て
お
り
、
他
の
例
を
見

て
も
、
線
の
色
も
使
い
分
け
て
一
枚
の
図
面
に
多
く
の

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
の
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
に
床
組
図
や
小
屋
組
図
な
ど
構
造
を
詳
し
く

示
す
も
の
、主
要
部
の
内
観
立
面
図
や
、絵え

様よ
う

の
実
寸
大

下
絵
と
い
っ
た
細
部
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
、
指
示
す
る
図

な
ど
が
加
わ
り
、造
営
に
必
要
な
情
報
が
揃
う
。

　

こ
の
他
に
も
建
物
の
柱
の
側
面
の
み
を
ま
と
め
て
描

き
、
そ
こ
に
組
む
水
平
材
の
大
き
さ
や
位
置
を
示
す
と

共
に
、
現
場
で
使
う
も
の
さ
し
の
目
盛
を
記
し
た
図
面

（「
御
本
堂
十
分
一
之
建
杖
」一
八
三
一
、
柴
田
杢
之
助
、

東
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
）な
ど
興
味
深
い
図
も
あ
る
。

　

本
資
料
の
図
面
は
多
様
で
あ
り
、
一
棟
の
建
物
に
つ

い
て
多
種
の
図
面
が
揃
う
例
も
多
い
。
ま
た
、
建
物
の

構
想
・
検
討
段
階
と
思
わ
れ
る
図
も
確
認
で
き
て
お
り
、

前
号
で
紹
介
し
た
木
寄
帳
な
ど
と
も
合
わ
せ
て
見
れ

ば
、
伊
藤
満
作
た
ち
の
設
計
か
ら
施
工
ま
で
の
仕
事
を

詳
し
く
追
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
明
治
時
代
に
な
る
と
彼
ら
は
洋
風
建
築
も
手

掛
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
合
っ
た
設
計
図
の
描
き

方
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
指
図
は
平
面
図
へ
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
が
、建
地
割
図
は
、同
様
の
図
面
は
い
く
つ

か
見
ら
れ
る
も
の
の
、立
面
図
と
断
面
図
、そ
し
て
室
内

展
開
図（
内
観
の
立
面
を
描
く
図
面
）に
分
け
て
描
い

て
い
る
。
例
え
ば
、
金
城
ホ
テ
ル
の
図
面（
一
八
九
四
）

に
は
、平
面
図
、立
面
図
の
他
に
、建
地
割
図
の
よ
う
な

立
面
と
断
面
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
基
礎
の
配
置
、
床
組
や
小
屋
組
な
ど
の
構
造
を
描

い
た
図
、
部
材
の
接
合
に
使
う
金
物
の
図
と
い
っ
た
建

築
を
組
み
上
げ
る
の
に
必
要
な
図
面
と
、
洋
風
建
築
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
階
段
周
り
や
室
内
壁
面
、
正
面
入

口
の
車
寄
せ
な
ど
の
意
匠
、
そ
し
て
暖
炉
周
り
と
煙
突

を
詳
細
に
描
く
図
と
い
っ
た
多
く
の
種
類
の
図
面
を
作
っ

大
工
の
図
面
の
描
き
方

　
　—
「
伊い

藤と
う

満ま
ん

作さ
く

家
資
料
」か
ら

名
城
大
学
准
教
授
　
米
澤
貴
紀

の
ぞ
い
て
み
よ
う
、
名
工
の
お
仕
事　

２
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て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
の
図
面
の
描
き
方
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
柱
頭
の
飾
り
や
壁
に
付
く
繰
型
と
い
っ
た

洋
館
に
欠
か
せ
な
い
装
飾
も
細
か
く
描
い
て
お
り
、
そ

の
知
識
と
技
術
を
ど
こ
か
で
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
本
資
料
の
中
に
は
名
古
屋
株
式
取
引
所
や
名
古

屋
商
品
陳
列
市
場
、
芝
離
宮
西
洋
館
な
ど
の
洋
風
建
築

の
図
面
が
あ
り
、満
作
が
寺
社
建
築
だ
け
で
な
く
、洋
風

建
築
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、

江
戸
時
代
以
来
の
寺
院
本
堂
で
は
明
治
に
な
っ
て
も
変

わ
ら
ず
建
地
割
図
を
用
い
て
お
り
、
物
件
に
よ
っ
て
使

い
分
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

図
面
を
描
く
道
具
に
つ
い
て
も
見
て
み
よ
う
。
近
代

以
降
の
建
築
製
図
で
は
、鉛
筆
等
で
下
書
き
を
し
、ペ
ン

で
本
番
の
線
を
描
き
図
面
を
仕
上
げ
る
が
、江
戸
時
代
の

大
工
は
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼

ら
は
、ま
ず
ヘ
ラ
を
使
っ
て
紙
の
表
面
を
凹
ま
せ
て
線
跡

を
付
け
、下
書
き
や
補
助
線
を
引
い
た
。
こ
の
線
を
も
と

に
し
て
、筆
で
墨
を
引
い
て
清
書
す
る
。
こ
の
時
、も
の

さ
し
に
直
接
筆
を
当
て
て
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、筆
に
添
え
て
持
ち
、定
規
に
当
て
て
引
く「
添そ

え

軸じ
く

」

と
い
う
道
具
を
使
っ
た
。
こ
れ
は
現
代
で
も
用
い
る「
溝

引
き
」と
同
様
の
技
法
で
あ
り
、筆
を
用
い
て
細
い
線
、曲

線
も
綺
麗
に
引
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
図
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
一
二
代
伊
藤
平
左
衛
門
も「
金
べ
ら
で
和

紙
の
上
に
筋
を
付
け
て
下
書
き
し
、添
え
軸
に
添
え
た
筆

で
定
規
に
そ
っ
て
画
く
」と
記
し
て
い
る（「
両
堂
再
建

物
語（
３
）」『
真
宗
』一
九
八
五
年
三
月
号
）。
本
資
料
の

図
面
に
も
ヘ
ラ
の
跡
が
あ
り
、こ
の
描
き
方
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、図
面
の
修
正
は
上
か
ら
紙
を
貼
っ
て
覆
い
そ

の
上
に
再
度
描
く
方
法
や
、絵
様
の
実
寸
図
に
多
く
見
ら

れ
る
朱
で
修
正
線
を
引
く
方
法
が
あ
る
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
鉛
筆
を
使
っ
た
図
面
が
出
て
く

る
。
こ
れ
に
は
下
書
き
の
よ
う
な
図
面
か
ら
、
比
較
的

し
っ
か
り
描
い
た
も
の
ま
で
あ
り
、
ヘ
ラ
跡
よ
り
も
見

や
す
く
、
消
し
て
修
正
で
き
る
鉛
筆
は
便
利
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、正
式
な
図
面
や
、施
主
に
見
せ

る
た
め
の
図
面
は
、墨
・
イ
ン
ク
で
清
書
を
し
て
い
る
。

建
物
の
姿
を
よ
く
見
せ
る
た
め
、
ま
た
使
う
材
料
の
違

い
を
示
し
た
り
す
る
た
め
に
着
彩
も
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
色
分
け
は
江
戸
時
代
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
例
え

ば
芝
離
宮
西
洋
館
の
図
面（
一
八
九
〇
）で
は
、
着
彩
に

水
彩
絵
の
具
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
、
明
治
二
〇
年
代

（
一
八
八
七
―
九
六
）に
普
及
し
た
こ
の
新
し
く
便
利
な

素
材
も
導
入
す
る
進
歩
的
な
姿
勢
が
見
え
る
。
一
方
、

明
治
時
代
に
な
っ
て
も
図
面
中
の
文
字
は
変
わ
ら
ず
筆

で
書
い
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
く
、
西
洋
建
築
を
造
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、
道
具
は
大
工
本
人
が
使
い
や
す
さ

で
選
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、伊
藤
満
作
家
資
料
の
図
面
、特
に
江
戸

時
代
の
も
の
は
典
型
的
な
大
工
の
作
図
方
法
、
図
面
の

使
い
方
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
明
治
時
代
の
も
の

は
、寺
社
建
築
で
は
伝
統
的
な
作
図
法
を
踏
襲
し
、洋
風

建
築
の
設
計
で
は
近
代
的
な
作
図
法
を
用
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
製
図

に
鉛
筆
を
使
う
な
ど
、
新
し
い
時
代
に
適
応
し
て
い
っ

た
様
子
も
知
れ
よ
う
。
本
資
料
は
現
在
も
整
理
を
続
け

て
お
り
、
引
き
続
き
大
工
の
仕
事
や
技
術
の
高
さ
を
知

る
興
味
深
い
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
成
果
を
ま
と

め
る
こ
と
で
伊
藤
平
左
衛
門
や
満
作
の
活
動
の
実
態
、

作
図
方
法
や
道
具
の
変
化
の
様
子
、
大
工
家
同
士
、
大

工
・
職
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
時
代
を
乗
り
越

え
た
名
工
の
仕
事
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。
今
後
も
な
ん
ら
か
の
形
で
資
料
の
全
体
像
と
研
究

の
成
果
を
発
表
し
、
そ
の
面
白
さ
と
価
値
を
お
伝
え
で

き
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

謝
辞　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研

費
）基
盤
研
究
Ｃ（
課
題
番
号
：２
２
Ｋ
０
４
５
２
６
）の
助

成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小お

山や
ま

興ふ
さ

誓ち
か

氏
に
多
大
な

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
、改
め
て
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

「（芝離宮西洋館階下百分一図）」　蓬左文庫蔵
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「
千
鳥
塚
」な
る
語
句
が
、
鳴
海
の
歴
史
記
録
に
登
場
す

る
最
も
古
い
も
の
は
、管
見
の
限
り
に
お
い
て
、下
郷
家
三

代
目
当
主
、
蝶ち

ょ
う

羽う

の
日
記
で
あ
る
。
芭
蕉
の
三
十
五
年
忌

を
迎
え
た
享
保
十
三
年（
一
七
二
八
）、
命
日
に
あ
た
る
十

月
十
二
日
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
に
記
す（
括
弧
内
は
筆

者
に
よ
る
補
足
、以
下
同
じ
）。

・
享
保
十
三
年
十
月
十
二
日　

晴
天　

芭
蕉
忌　

非
時
一

汁
弐
菜
。
酒
さ
か
な
重
引
、
夜
食
冷
飯
茶
づ
け
、
肴
焼

鳥
鮎
鮨
。
一
海（=

浜
井
寿
鑑
老
、医
師
）、
鯉
走（=
丹
下
住
、

蝶
羽
の
妻
お
か
ん
の
縁
者
か
）、
一
温（=

根
古
屋
住
、佐
治
丹
右

衛
門
、知
足
の
妹
お
亀
の
息
子
か
）、
白
之（=

蝶
羽
の
長
男
、三

郎
左
衛
門
、西
店
の
初
代
当
主
）、亀き

世せ
い（=

蝶
羽
の
弟
）六
吟（
こ

の
六
吟
に
は
蝶
羽
を
含
む
）。

　
　
　

呼
続
や
闇
に
手
を
引
千
鳥
塚　
　

蝶
羽

　

蝶
羽
は「
闇
」と「
千
鳥
」を
織
り
込
ん
で
芭
蕉
を
偲
ぶ

句
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
時
点
ま
で
に
、
千
鳥
塚
が
存
在

し
た
証
唆
で
も
あ
る
。
但
し
石
碑
は
な
い
。

　

生
前
芭
蕉
と
親
交
の
あ
っ
た
下
郷
家
で
は
、
芭
蕉
の
命

日
を
芭
蕉
忌
、
蕉
翁
忌
、
あ
る
い
は
単
に
翁
忌
と
称
し
て
、

同
家
の
親
類
縁
者
を
中
心
に
医
師
・
神
官
・
僧
侶
な
ど
の

連
衆
が
集
ま
り
、
句
を
詠
ん
で
追
善
の
供
養
を
お
こ
な
う

の
が
毎
年
の
行
事
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
他
、
諸
国
か
ら
旅
の
途
次
に
鳴
海
を
訪
れ
た
俳
諧

師
た
ち
の
紀
行
文
に
も
、千
鳥
塚
が
登
場
す
る
。

　

蕉
翁
五
十
年
忌
を
迎
え
る
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）、
大

坂
の
俳
諧
師
、
艸
々
庵
雪
川
が
こ
の
地
を
行
脚
し
て
著
し

た『
熱
田
日
記
』に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

・
寛
保
三
年
六
月
八
日　

鍋
盛
に
引
か
れ
て
上
野
に
遊

ぶ
。
蕉
翁
の
塚
、
阿
仏
の
塚
な
ど
臥
拝
ミ
て
千
鳥
塚

に
至
る
。　

ち
り
千
鳥
上
野
の
塚
の
茂
り
哉

　

文
中
の
上
野
と
は
天
白
川
左
岸（
東
側
）に
あ
る
鳴
海

か
ら
北
へ
古
鳴
海
を
通
り
、
野
並
に
至
る
丘
陵
地
の
こ
と

で
、千
鳥
塚
の
あ
る
山
王
山（
三
王
山
の
旧
名
で
、山
王
社

を
祀
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
）は
、上
野
を
南
北
に
結
ぶ
上

野
道
と
東
海
道
の
分
岐
点
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
鍋

盛
は
下
郷
家
の
分
家
、栢か

や

木の
き

家
の
初
代
当
主
、弥
兵
衛
の
俳

号
で
あ
る
。

　

こ
の
年
、鳴
海
を
訪
れ
た
雪
川
の
様
子
は
、当
時
の
本
家

第
四
代
当
主
亀
世
の
日
記
に
も
登
場
す
る
。
最
初
に
鳴
海

を
訪
れ
た
の
は
、
五
月
五
日
の
こ
と
で
、
十
三
日
に
三
河

（
岡
崎
・
高
浜
）へ
出
向
く
ま
で
連
日
の
よ
う
に
亀
世
や
鍋

盛
、
本
町
家
の
和
水
な
ど
と
俳
諧
を
楽
し
ん
だ
。
三
河
周

遊
の
後
、六
月
六
日
に
再
び
鳴
海
へ
立
ち
寄
り
、こ
の
二
回

目
の
鳴
海
訪
問
の
折
、
六
月
八
日
に
千
鳥
塚
を
訪
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
翌
九
日
、
伊
勢
経
由
で
大
坂
へ
戻
る
べ

く
、
雪
川
は
鳴
海
を
出
発
し
た
。
そ
の
日
の
こ
と
を
亀
世

は
次
の
よ
う
に
記
す

・
寛
保
三
年
六
月
九
日　

雪
川
子
今
朝
被
立
。
喜
平
名
古

屋
高
田
兵
部
殿
迄
送
届
。
鍋
盛
、
菊
長
星
崎
案
内
ニ

而
笠
寺
迄
送
ル
。

　

こ
の
雪
川
来
訪
か
ら
十
三
年
後
の
宝
暦
六
年（
一
七
五

六
）、
今
度
は
江
戸
か
ら
鳥ち

ょ
う

酔す
い

と
い
う
俳
諧
師
が
鳴
海
の

蝶
羅
を
訪
ね
て
き
た
。
蝶
羅
は
蝶
羽
の
第
十
六
子
で
、
蝶

羽
が
本
格
的
に
酒
造
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
支

店
と
し
て
の
江
戸
店
を
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、
若
く
し
て

度
々
江
戸
へ
出
向
い
た
人
物
で
あ
る
。
酒
造
業
の
み
な
ら

ず
、叔
父
亀
世
の
薫
陶
を
受
け
て
俳
諧
に
も
秀
で
、江
戸
近

在
に
知
己
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
下
郷
家
五
代
目
当

主
和
菊
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

・
宝
暦
六
年
四
月
十
三
日　

今
日
寂
照
御
祥
月
ニ
付
上

下
と
も
白
飯
（
略
）
夜
ニ
入
江
戸
俳
諧
宗
匠
鳥
酔
と

申
仁
、
弟
子
星
飯
、
鳥
明
と
申
、
両
人
同
道
三
人
被
参

（
略
）
三
人
と
も
ニ
次
郎
兵
衛
宅（=

蝶
羅
、
東
店
）
ニ
止

メ
ル
。
歌
仙
有
、夜
更
ル
よ
し
。

・
同
四
月
十
四
日　

夜
前
次
郎
兵
衛
宅
ニ
一
宿
被
致
候
誹

人
三
人
共
ニ
拙
宅（=

本
家
、和
菊
）ヘ
見
舞
被
申
、
蕉
翁

笈
見
せ
ホ
句
有
。
自
分
も
一
旬
致
し
遣
。（
略
）
笈
之

ホ
句
も
三
人
共
ニ
被
致
候
。
私
宅
に
て
饂
飩
振
舞
。

相
伴
鉄
叟（=

亀
世
）、
雪
房（=

本
町
家
分
家
、源
十
郎
、後
の

山
父
）、蝶
羅
。
七
つ
比
よ
り
、宮
迄
出
立
被
成
候
。
蝶

羅
千
鳥
塚
迄
送
ル
。

　

江
戸
か
ら
上
方
へ
向
か
う
客
人
を
丁
重
に
も
て
な
し
、

出
立
の
見
送
り
に
は
千
鳥
塚
ま
で
出
向
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
客
人
、
鳥
酔
は
そ
の
著
書『
風
字
吟
行
』（
宝
暦

六
年
跋
）に
、千
鳥
塚
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳
細
な
一
文
を

認
め
て
い
る
。

千
鳥
塚
眺
望　

寝
覚
ハ
松
風
の
里
、
喚
続
き
は
夜
明
て

か
ら
、
笠
寺
ハ
雪
の
ふ
る
日　

星
崎
の
闇
を
見
よ
と
や

啼
千
鳥　

こ
ゝ
に
真
蹟
を
拝
す
。
此
句
を
得
給
ひ
た
る

所
は
、駅
を
西
へ
三
町
ば
か
り
出
て
右
の
山
際
、山
王
宮

狐
森
の
側
な
る
岡
に
遊
び
給
ふ
時
の
事
な
り
け
り
。

俳
諧
懐
紙
と
千
鳥
塚（
中
）
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翁
ミ
づ
か
ら
身
後
の
か
た
ミ
に
千
鳥
塚
と
い
ふ
も

の
を
築
ん
と
て
小
石
を
拾
ひ
重
ね
給
ふ
を
、
知
足
を

は
じ
め
、

言
、
安
信
、
重
辰
、
自
笑
等
合
資
し
て
、
終

に
成
就
せ
り
と
ぞ
。

知
叟
が
孫
蝶
羅
子
に
い
ざ
な
ハ
れ
そ
の
塚
辺
に
つ

く
バ
ふ
て
見
わ
た
せ
ば
、
天
地
の
渺
々
た
る
を
中
に

置
て
、
勢
南
に
秀
た
る
鈴
鹿
、
朝
熊
の
山
々
薄
墨
を

も
て
画
に
髣
髴
た
り
。

こ
な
た
に
星
崎
七
郷
の
人
家
、寝
さ
め
の
里
、松
風
の
里
、

つ
ゞ
い
て
喚
続
の
浜
、を
の
を
の
眼
中
に
あ
り
。（
中
略
）

笠
寺
ハ
松
の
ひ
ま
ひ
ま
に
透
て
、
目
の
及
ぶ
所
ミ
な

歌
枕
な
れ
バ
、
鳴
海
百
首
の
詠
も
む
べ
也
。
代
々
の

詞
客
こ
ゝ
に
来
て
心
を
と
ゞ
め
ざ
る
と
い
ふ
な
し
。

　

星
崎
の
昼
は
巣
で
見
る
千
鳥
哉

　

芭
蕉
翁
が
自
ら
小
石
を
拾
い
重
ね
云
々
は
、
こ
こ
で
も

「
安
信
」名
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
後
代
の
伝
承

の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
芭
蕉
が
山
王
山
辺
を
訪

れ
た
可
能
性
は
皆
無
、と
も
言
い
切
れ
な
い
。

　

千
鳥
の
句
を
詠
ん
だ
翌
年
、
す
な
わ
ち
ま
も
な
く
元
禄

に
改
元
さ
れ
よ
う
と
す
る
貞
享
五
年（
一
六
八
八
）七
月

七
日
、名
古
屋
に
滞
在
中
の
芭
蕉
は
再
び
鳴
海
を
訪
れ
た
。

こ
の
時
は
同
月
十
四
日
に
名
古
屋
へ
戻
る
ま
で
鳴
海
に
滞

ま
り
、
そ
の
間
の
七
月
十
一
日
が
ち
ょ
う
ど
東
宮（
成
海

神
社
）の
祭
礼
に
あ
た
っ
た
の
で
、知
足
に
同
道
し
て
東
宮

参
拝
に
赴
い
て
い
る
。
千
鳥
塚
は
こ
の
東
宮
か
ら
北
西
へ

約
一
㌔
ほ
ど
の
場
所
に
あ
た
り
、ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
、の

距
離
で
は
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
の
決
め
手
と
な

る
記
録
は
な
く
、推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、芭

蕉
の
東
宮
参
拝
の
事
実
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
話
を

戻
そ
う
。

　

鳥
酔
以
後
も
客
人
の
鳴
海
来
訪
は
続
い
た
。
同
年
五
月

十
八
日
、下
総
国
結
城
か
ら
表
徳
雁
宕
と
い
う
俳
諧
師
が
同

じ
く
蝶
羅
を
訪
ね
て
き
た
。
同
人
も「
次
郎
兵
衛（
蝶
羅
）

江
戸
ニ
而
之
知
人
」だ
っ
た
よ
う
で
、
五
月
二
十
三
日
の
和

菊
日
記
に
次
の
よ
う
に
、そ
の
出
立
の
様
子
が
記
さ
れ
る
。

・
宝
暦
六
年
五
月
廿
三
日　

結
城
誹
人
雁
宕
子
今
日
上
京

出
立
。
四
つ
比
私
宅
御
立
餞
別
。
蝶
羅
、
亀
洞（=

後

の
学
海
）、旭
阜
、李
青（=

寺
嶋
家
の
人
）、千
鳥
塚
迄
見
送

る
。
我
等
曲
か
ね（=

曲か
ね
の
て手
、本
町
と
相
原
町
の
境
に
あ
る
鍵

の
手
）迄
送
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
翌
宝
暦
七
年
に
も
、
江
戸
在
鴻
巣
横
江
半

九
郎
、俳
号
柳
几
な
る
人
物
が
蝶
羅
を
訪
ね
て
お
り
、同
じ

よ
う
に
見
送
っ
た（
同
じ
く
和
菊
日
記
）。

・
宝
暦
七
年
二
月
廿
四
日　

今
朝
江
戸
客
夜
前
泊
り
被
申

外
誹
人
柳
几
朝
飯
ニ
て
出
立
、
名
古
屋
へ
今
日
被
参

候
。
蝶
羅
千
鳥
塚
迄
送
り
行
。

　

同
じ
俳
諧
の
道
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
芭
蕉
と
鳴
海
の

縁
を
跡
づ
け
る
千
鳥
塚
は
、
旅
の
無
事
を
願
っ
て
遠
来
の

客
を
見
送
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。

　

石
碑
が
設
置
さ
れ
る
宝
暦
十
四
年
の
一
年
前
、
宝
暦
十

三
年（
一
七
六
三
）の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
は
ち
ょ
う

ど
芭
蕉
翁
の
七
十
年
忌
に
あ
た
る
年
で
あ
っ
た
。
す
で
に

隠
居
の
身
と
な
っ
て
い
た
鉄
叟（
亀
世
）は
四
月
の
初
め
、

藤
の
花
見
に
東
宮
山（
成
海
神
社
）へ
出
か
け
、
そ
の
ま
ま

千
鳥
塚
ま
で
足
を
の
ば
し
た
。
四
代
目
当
主
亀
世
の
隠
居

日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

・
宝
暦
十
三
年
四
月
二
日　

東
宮
山
藤
花
見
。
自
分（=

鉄

叟=

亀
世
）、
千
蔵（=

後
の
学
海
）、
蝶
羅
、
雪
房
、
李
青
、
兵

三
郎（=

善
之
庵
の
人
）。
夫
よ
り
山
王
山
千
鳥
塚
見
ニ

行
。
山
王
ニ
て
亀
相（
＝
笹
印
、喜
多
浦
家
初
代
善
右
衛
門
）

よ
り
弁
当
来
る
。
は
い
か
い
、詩
有
。

　
　
　

夏
の
日
も
さ
む
し
む
か
し
の
千
鳥
塚　
　

鉄
叟

　

小
石
を
積
み
上
げ
た
だ
け
の
塚
は
見
納
め
、
と
で
も
言

い
た
げ
な
一
文
で
あ
る
。
蝶
羽
・
亀
世
兄
弟
の
長
年
の
願

い
は
、千
鳥
塚
を
千
句
塚
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

翌
宝
暦
十
四
年
の
十
二
月
十
日
の
和
菊
日
記
に「
先
年
風

和
公（=

蝶
羽
）、
鉄
叟
公（=

亀
世
）御
発
起
之
千
鳥
塚
千

句
清
書
し
ら
べ
」と
あ
り
、
此
の
二
日
後
の
十
二
日
に「
千

句
ヲ
埋
、
皆
々
拝
礼
致
帰
。」（
亀
世
日
記
、
学
海
代
筆
）と

そ
の
成
就
を
記
す
。

　

事
の
起
こ
り
は
芭
蕉
翁
三
十
三
年
忌
の
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）で
、一
ヶ
月
順
延
後
の
記
事
に
あ
る
。

・
享
保
十
一
年
十
一
月
十
二
日　

芭
蕉
翁
三
十
三
回
忌
跡

月
差
合（=

他
の
行
事
と
予
定
が
重
な
る
こ
と
）ニ
付
、
今
日

於
誓
願
寺
相
勤
ル
。
一
海
、
菐
言
、
鯉
走
、
一
温
、
白

之
、千
句
之
内
百
韵
出
来
る
。

　

い
ざ
千
句
を
目
指
し
て
始
め
る
も
、
は
る
か
に
遠
く
及

ば
な
い
。
千
句
は
一
日
し
て
な
ら
ず
、で
あ
っ
た
。

（
蓬
左
文
庫　

井
上
善
博
）

文政5年3月条　堀川の桜

▼

大
熊
喜
邦
著『
東
海
道
宿
駅
と
其
の
本
陣
の
研
究
』（
一
九
四
二
）

　
鳴
海
宿
本
陣
屋
敷
図（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

補
足　
千
鳥
塚
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑴　

森
川
昭「
千
鳥
塚
の
疑
問
―
付
・
粟
塚
の
こ
と
―
」平
成

二
十
四
年
十
二
月
刊『
夷い

参さ
ま

』７
号

⑵　

加
藤
定
彦「
二
つ
の「
千
鳥
塚
」を
め
ぐ
っ
て
―
「
翁
塚
」と
追

善
供
養
―
」平
成
二
十
五
年
五
月
刊『
東
海
近
世
』第
21
号
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昨
年
の
夏
か
ら
Ｏ
Ｂ
職
員
や
研
究
協

力
者
を
講
師
に
迎
え
、「
初
心
者
向
け

ミ
ニ
講
座
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
定
員

二
十
五
名
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
講

師
と
の
距
離
が
近
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
残
り
あ
と
一
回
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
年
度
以

降
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
決
定
次
第
当
文
庫
の
Ｈ
Ｐ
や
Ｘ（
旧

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

二
〇
二
四
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

は
「
光
る
君
へ
」。『
源
氏
物
語
』を
生

み
出
し
た
紫
式
部
が
主
人
公
の
ド
ラ
マ

と
の
こ
と
。
当
文
庫
に
は
金
沢
文
庫
ゆ

か
り
の
重
要
文
化
財
「
河
内
本
源
氏
物

語
」を
は
じ
め
、『
源
氏
物
語
』の
伝
本

や
注
釈
書
な
ど
も
た
く
さ
ん
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
絵
巻
に
比
べ
る
と
文
字
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
を
機
に
、皆

様
に
当
文
庫
自
慢
の
蔵
書
を
知
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

（
蓬
左
文
庫　

星
子
桃
子
）

　
『
水
甕
』は
、
大
正
三
年（
一
九
一
四
）に
尾お

の
え上

柴さ
い

舟し
ゅ
う（

一
八
七
六
―
一
九
五
七
）、
石
井
直
三
郎

（
一
八
九
〇
―
一
九
三
六
）ら
が
中
心
と
な
っ
て

創
刊
し
、
現
在
に
お
い
て
も
発
刊
さ
れ
続
け
て

い
る
短
歌
研
究
雑
誌
で
あ
る
。
当
文
庫
架
蔵
の

一
群
は
、
雑さ

い

賀か

重し
げ

良よ
し

旧
蔵
書
と
し
て
受
贈
し
た

も
の
。
創
刊
号
か
ら
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八

三
）の
十
月
号
ま
で
お
お
よ
そ
体
系
的
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
投
稿
規
定
や
、『
水

甕
大
正
史
稿
・
索
引
』と
い
っ
た
、雑
誌
の
歴
史

に
関
す
る
資
料
も
多
数
収
蔵
し
て
お
り
、
雑
誌

の
黎
明
期
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
群
と
い

え
よ
う
。

　

刊
行
初
期
、
大
正
七
年（
一
九
一
七
）か
ら
昭

和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）ま
で
は
、
柴
舟
の
古

筆（
平
安
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
歌

集
）の
臨
書
作
品（
名
筆
を
手
本
と
し
て
練
習

し
た
作
品
）を
表
紙
に
掲
載
し
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
取
り
上
げ
た
古
筆
の
解
説
も
別
頁
に
付
さ

れ
て
お
り
、和
歌
の
内
容
研
究
に
留
ま
ら
ず
、書

道
史
の
見
地
も
加
味
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深

い
。
歌
人
と
書
家
、
両
輪
で
活
躍
し
て
い
た
柴

舟
が
雑
誌
の
中
心
人
物
と
し
て
名
を
連
ね
て
い

た
か
ら
こ
そ
の
試
み
で
あ
ろ
う
。

　
「
粘で

っ

葉ち
ょ
う

本ぼ
ん

古
今
和
歌
集
」を
得
意
と
し
て
い

た
柴
舟
だ
が
、『
水
甕
』表
紙
に
お
い
て
は
、
平

安
期
の
古
筆
を
網
羅
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に「
高
野
切
」や「
三
色
紙
」と
い
っ
た
名
だ

た
る
名
品
は
複
数
回
取
り
組
ん
で
お
り
、
徳
川

美
術
館
蔵「
重
之
集
」（
重
要
文
化
財
）は
、①
昭

和
五
年（
一
九
三
〇
）九
月
号「
あ
き
く
れ
ど
…
」

と
②
昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）十
一
月
号「
松

し
ま
の
…
」（
表
紙
掲
出
）、
二
度
に
渡
り
挑
ん

で
い
る
。
①
の
時
に
は
解
説
で「
や
や
繊
弱
の

趣
あ
り
」と
評
し
て
い
る
も
の
の
、
②
に
至
っ

て
は「
真
に
宝
貴
す
べ
き
も
の
な
り
」と
、印
象

が
変
化
し
て
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
繊

細
な
印
象
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
一
貫

し
て
女
性
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

解
説
だ
け
を
通
覧
し
て
見
て
も
、
柴
舟
が
古
筆

の
臨
書
を
通
し
て
、
持
論
を
を
深
め
て
い
る
様

子
が
克
明
に
窺
え
る
。

　
「
重
之
集
」の
書
風
は
、
や
や
傾
斜
の
強
い
行

の
流
れ
、
細
や
か
な
抑
揚
が
あ
る
運
筆
が
特
徴

的
で
あ
る
。
改
め
て
原
本
と『
水
甕
』の
表
紙

を
見
比
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
緻
密
に
再

現
さ
れ
て
お
り
、
柴
舟
の
高
い
書
写
技
術
が
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
短

い
期
間
で
は
あ
る
が
、「
重
之
集
」が
展
示
室
に

登
場
す
る
。
当
誌
を
活
用
し
て
比
較
鑑
賞
す
る

こ
と
で
、
柴
舟
の「
重
之
集
」に
対
す
る
真
摯
な

ま
な
ざ
し
を
体
感
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

　
（
蓬
左
文
庫　

星
子
桃
子
）

＊
令
和
六
年
一
月
四
日（
木
）〜
一
月
二
十
八
日（
日
）ま
で
企
画
展「
う

る
わ
し
の
古
筆
」で「
重
之
集
」が
展
示
さ
れ
ま
す
が
、
当
誌
の
掲
出

箇
所
と
展
示
頁
は
一
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
甕 
―
「
重
之
集
」
を
中
心
に

蓬 

左 

通 

信




